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人
気
漫
画
を
モ
チ
ー
フ
に
草
の
根
地
域
振
興

全
国
か
ら
若
者
と
バ
ス
ケ
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
町
に

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
が
流
れ
る
な
か
、
溌
剌
と
コ
ー
ト
を
駆
け
回

る
選
手
た
ち
。
湧
き
起
こ
る
拍
手
と
歓
声
│
│
東
日
本
大
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大
槌
町
。
被
災
し
た
町
を
一
望
す
る
丘

の
上
に
あ
る
城
山
体
育
館
で
２
０
１
２
年
５
月
20
日
、地
元
高
校
生

や
社
会
人
、警
察
官
、消
防
署
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
む
15
チ
ー

ム
、
総
勢
約
80
名
で
３
on
３
ル
ー
ル（
※
１
）の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会「
桜
木
杯
」が
開
催
さ
れ
た
。
運
営
に
当
た
っ
た
の
は
、
大
槌
町
在

住
者
と
町
外
の
有
志
か
ら
な
る「
花
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
面
々
だ
。

　
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
大
槌
を
人
が
集
ま
る
元
気
な
町

に
す
る
」の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
目
的
で
あ
る
。
発
起
人
の
ひ
と
り
、

矢
野
ア
キ
子
さ
ん
は
震
災
か
ら
数
ヵ
月
後
、
広
島
県
か
ら
大
槌
町
に

入
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。「
桜
木
町
」と
い
う
地
区
で
家
屋
整

理
の
作
業
中「
桜
の
花
道
を
作
れ
ば
、
観
光
の
名
所
に
な
る
の
で
は
」

と
思
い
立
つ
。
人
気
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
漫
画
の
主
人
公
名
か
ら
連

想
し
た
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た（
※
２
）。
同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
で
、

映
像
系
の
仕
事
に
携
わ
る
河
谷
秀
行
さ
ん
に
相
談
す
る
と
す
ぐ
に
意

気
投
合
。
全
国
の
バ
ス
ケ
フ
ァ
ン
が
集
う
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

桜
と
バ
ス
ケ
で
町
を
活
性
化
し
よ
う
、
と
構
想
が
膨
ら
ん
だ
。

　

そ
の
内
容
を
チ
ラ
シ
に
ま
と
め
て
町
内
で
告
知
す
る
と
、
地
元
の

社
会
人
バ
ス
ケ
チ
ー
ム「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」の
年
長
メ
ン
バ
ー
、
河
合
秀

保
さ
ん
の
賛
同
を
得
た
。
こ
う
し
て
２
０
１
１
年
11
月
、「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

Ｔ
」有
志
を
主
体
に「
花
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」チ
ー
ム
を
結
成
。
だ
が

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
被
災
者
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
思
う

よ
う
に
事
が
進
ま
な
い
。
そ
こ
で「
と
り
あ
え
ず
何
か
始
め
よ
う
！
」

と
矢
野
さ
ん
ら
町
外
の
メ
ン
バ
ー
が
先
導
し
て
開
催
に
漕
ぎ
着
け
た

の
が
２
０
１
２
年
5
月
の「
桜
木
杯
」だ
っ
た
。

バスケットボールを通じて
町を再生するための地元
発のイベントとして2012
年５月に開催された「第一
回 桜木杯」。少人数で参加
できる３on３形式、年齢
や性別不問のオープン・エ
ントリー制にしたことも盛
り上がる要因となった
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「
み
ん
な
に『
楽
し
か
っ
た
』と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
の
が
何
よ
り

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
自
分
自
身
も
久
々
に
バ
ス
ケ
を
心
か
ら
楽

し
め
ま
し
た
」と
話
す
の
は
、河
合
さ
ん
と
同
窓
生
で「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」

代
表
の
中
村
晃
一
さ
ん
。
同
町
で
は
震
災
後
、
数
々
の
追
悼
・
復
興
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
が
、
純
粋
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
は

な
か
っ
た
だ
け
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
と
い
う
。
大
会
終
了
後
、

参
加
選
手
や
観
客
、
裏
方
で
協
力
し
て
も
ら
っ
た
地
元
の
人
々
か
ら

「
来
年
以
降
も
や
ろ
う
」と
自
然
に
声
が
上
が
っ
た
。

　

た
だ
し「
桜
木
杯
」は
告
知
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
バ
ス
ケ
愛
好
者
や
学
生
も
多
く
、「
来
年
ま
で
待
て
な

い
」と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
半
年
後
の
２
０
１
２

年
10
月
に「
仙
道
カ
ッ
プ
」と
称
す
る
大
会
を
開
催
。
前
回
を
上
回
る

19
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
と
り
わ
け
町
外
か
ら
多
く
の
参
加
が

あ
り
、
当
初
の
目
的
で
あ
る「
バ
ス
ケ
で
大
槌
に
人
を
呼
ぶ
」こ
と
に

も
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
、
桜
木
町
に「
桜
並
木
を
つ
く
る
」計
画
に
つ
い
て
は
２
０
１

３
年
中
に
、
同
地
区
の
裏
山
に
あ
る
避
難
道
に
苗
木
を
植
え
る
予
定

で
進
ん
で
い
る
。
並
行
し
て「
バ
ス
ケ
で
町
お
こ
し
」の
一
環
で
進
め

て
い
る
の
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
屋
外
コ
ー
ト
建
設
だ
。
用
地

に
つ
い
て
は
、
今
後
整
備
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
運
動
公
園
や
緑
地
広
場

等
の
敷
地
内
に
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
で
き
る
か
行
政
と
協
議
し
て

い
る
。
敷
設
工
事
な
ど
で
約
１
千
万
円
の
資
金
が
必
要
で
、
各
方
面

に
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
課
題
は
山
積
み
だ
が
徐
々
に
賛
同
者

も
増
え
、
地
域
を
越
え
て
つ
な
が
る
動
き
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
10
年
後
に
桜
の
花
道
で
酒
を
呑
も
う
！
」を
合
言
葉
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
一
歩
一
歩
着
実
に
、
夢
を
た
ぐ
り
寄

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

プロジェクト発起人のひとり、矢野
アキ子さん。広島県福山で食品会
社に勤める。被災地支援ボラン
ティアとして大槌町に入ったのを契
機に、若い世代を引きつける町お
こしの必要性を痛感したという

大槌町に新名所「桜木の花道」を
作ろう、というアイデアが生まれた
桜木町地区。2013年中に、同地区
の裏山に整備される避難道に苗木
を植える予定

城山体育館から見下ろした大槌町中心部。東日本
大震災による津波と直後に起こった火災により、
多くの人命や町並み、産業基盤が失われた。今も
わずかな廃墟を残し、土台がむき出しのままだ

プロジェクトメン
バーの大半を構
成する、大槌町の
社会人バスケッ
トボールチーム
「JOINT」の皆さ
ん。下は高校生か
ら上は30代後半
まで年齢や性別、
職業、バスケ経験
もさまざまだ

大槌高校体育館で高校生チームと練習試合
をする「JOINT」メンバー。「桜木杯」後は近隣
の社会人チームだけでなく、高校や中学のバ
スケ部員や小学生との交流も活発化している

15年来続く「JOINT」の創始者であり、現在もチームの
まとめ役を務める中村晃一さん（36）

「JOINT」創始メンバーのひとり、河合秀保さ
ん（上）。大槌町で鮮魚店を営む

（※１）３人で１チームを編成して、通常のコートの半面を
使うバスケットボールのゲーム形式。

（※２）漫画「スラムダンク」（作・井上雄彦）に登場する
主人公「桜木花道」にちなむ。




